
東京高専独自の海外インターンシップ東京高専独自の海外インタ ンシップ

• 専攻科は４週間のインタ ンシ プ その 部は海外イン• 専攻科は４週間のインターンシップ。その一部は海外イン
ターンシップ

異文化 歴史 習慣を理解し 緒に仕事できるように• 異文化、歴史、習慣を理解し、一緒に仕事できるように。

外国で一人でも逞しく仕事できるように

2010 タ シ 中国蘇州 中国深 ン• 2010より。タイ、マレーシア、中国蘇州、中国深センへ
これまでに約20名（専攻科生の３割）

• 海外インターンシップの意義、これからは、スタンフォード、
ハーバードの例（アフリカに学生派遣 福田収一氏による）
も参考にしたいも参考にしたい



海外インターンシップ報告例

受け入れ企業の社長さんが
学生をよく見て効果的な課題
を用意（もちろん会社にもメ
リ ト）リット）

マレーシア人のユーザーと
対話しながら 要求にあ た対話しながら、要求にあった
使い勝手の受注、在庫、納品管
理業務システムを開発（刷新）

対話に英語その他を駆使



課題と感想

学生の主体性を促す工夫・学生の主体性を促す工夫
・受け入れ企業確保の苦労

東京高専の場合東京高専の場合
優れたコーディネータのおかげ（地元信用金庫出身）
1/3は技術懇談会会員企業が受入1/3は技術懇談会会員企業 受入

（地域の中小企業が参加し日頃から東京高専を
支援してくれている一般社団法人組織）

・受け入れ企業も参加の学校内報告会
報告書冊子公表報告書冊子公表
学生一人一人の感想、聞き入ってしまうほど良い



新しいインターンシップ？

社会実装インタ ン社会実装インターン
イノベーション人材育成
に向けてに向けて


